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琉球列島における微生物多様性の評価

一アルカン資化性を指標として－

PS-20

新里尚也・松井徹

琉球大学遺伝子実験センター

本研究では、亜熱帯気候に属する琉球列島の微生物多様と独自性を評価する

事を目的として、アルカンの資化性微生物を沖縄本島各地の環境試料から分離
し、その種、遺伝子、資化性等の評価を進めている。アルカン資化性菌を分離
する目的で、沖縄本島中・北部地域の各所より、様々な環境試料（土壌、水、

植物等）を採取し、炭素数24の直鎖状アルカンである、-テトラコサンを約59/Ｌ
となるように添加した最小培地に摂取し、３０℃で振とう培養した。２週間ごとに

培地の一部を数代、継代培養し、その後栄養寒天培地上でコロニーを形成させ

て菌の分離を行った。分離した菌を再度、ｎ－テトラコサンを唯一炭素源とした最
小培地で生育させ、資化性の確認を行った。その結果、３９株のｎ－テトラコサン

資化性菌が得られた。これらの菌のアルカンに対する資化性スペクトルを調べ

た結果、多くの菌が炭素数１６から３０までの直鎖状アルカン、および不飽和脂
肪酸であるスクアレンに対しても資化性を持っている事が示された。また、ア

ルカンを資化する際に生産されるバイオサーファクタント（BS、生物由来界面

活性剤）を、大豆油の分散能を指標として評価した結果、多くの株でＢＳの生産

が認められ､中にはＢＳ高生産株であるＧｏ伽"msPJE1058株由来のＢＳ当量で、
0759/Ｌ相当の高い活性を示す株も含まれていた。次いで、本研究で得られたア

ルカン資化性菌の多様性と系統学的位置を推定する目的で、それぞれの菌のゲ

ノムＤＮＡを抽出し、l6SrRNA遺伝子の部分配列（約500bp）を決定し、近隣結
合法によって分子系統解析を行った｡その結果、これらの菌が、β-Pmreo6ac花ｒｊα

（AJCαﾉﾉge"“)、γ-P、花o6acにriα(Aci"αｏｂａａｅｒ,PJeHdOmo）、s,SYC'mrmPhomo'zａｓ)、
ＡＣ""o6aaeriα(GolldO"iα,ﾉVbazlﾋﾞﾉjα,Ｌｅ砿o"jα)､Fjmzic皿ZEF(Ｂａｃｉ/伽,SmPﾉiy/Ococc“）
の各系統群に属する事が示された。これらの菌とこれまでに世界各地で取得さ

れている近縁な菌との16SrRNA遺伝子の相同性を比較した結果､ほとんどの株

で９９％以上という高い相同性を示した。この事は、アルカンの資化性を持つ類

似な菌が世界的に広く分布している事を示しているとともに、少なくとも１６S

rRNA遺伝子の配列上では､沖縄本島におけるアルカン資化性菌群の独自性は認

められない結果となった｡今後は､得られた菌株の生産するＢＳの構造ならびに、

アルカン資化性の鍵酵素であるαＭ等の機能遺伝子の多様性について解析を進

めていく予定である。


